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（別途通信料金が必要となります）

スマホ携帯から
携帯でQRコードを
読み込んで下さい

広島けんろうマスコット
名称は「ケンタロウ」に

入
校
の

申
込
期
間

令和5年10月2日〜
翌年3月8日まで

入校生を募集(65期)

パンフレットはこちらの訓練校HPより▲

※定員は先着10人

電話：082-292-7798
FAX：082-294-0248

入校申し込み、訓練時間、入校金、
授業料などのお問い合わせ先

一般社団法人 広島建築共同職業訓練協会・広島県建築高等職業訓練校
匠の技を身につけよう
資格取得(建築士・技能士)を目指そう

〒733-0013　広島市西区横川新町8-12

職人川柳 職人川柳に13作品のご応募ありがとうございました。
投票の結果、下記の通り各賞が決定しました。

暑さ指数  物価指数も  青天井
　幸　秀子さん（第１地連福山）

身につける  メットとスキル  役に立ち
　巻幡　ゆかりさん（第３地連しまなみ）

職人は  歳の数だけ  匠技
　竹村　邦香さん（第７地連広島）

出来る人  いい顔している  ハツラツと！
　砂原　秀樹さん（第８地連広島西）

古城　義治さん（第２地連芦品）

古城　賢治さん（第２地連芦品）

古城　惠美子さん（第2地連芦品）

物価高  おらの日当  上がらない

手がけた  住宅よ  とこしえに

新コロナ  変幻自在  いつまでも

最優秀賞

優 秀 賞

佳　　作

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会 
 加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会 
 加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会 
 加
盟
会
員

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
の

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
組
合
員
、
ご
家
族
の

皆
様
よ
り
、
組
合
の
運
動
・
活

動
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
、
ご

協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
本
年
度
の

初
出
勤
は
新
建
労
会
館
で
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
組
合
員
様
と
、
建

て
替
え
工
事
を
了
承
し
て
く
だ

さ
っ
た
諸
先
輩
方
の
熱
い
ご
協

力
の
賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
建
労
会
館
は
、
地
下
１
階

が
Ｒ
Ｃ
造
、
地
上
２
階
が
木
造
、

延
べ
面
積
９
８
４
．
５
㎡
の
建

物
で
す
。
準
防
火
地
域
の
中
、

地
球
環
境
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
な
ど
を
十
分
に
考
慮
し

た
木
造
と
い
う
職
人
集
団
ら
し

い
周
囲
と
は
異
彩
を
放
つ
建
物

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
建
労
会
館
の
存
在
し
た
同

じ
場
所
で
新
し
い
歴
史
を
継
承

で
き
る
こ
と
は
、
広
島
建
労
の

誇
り
に
思
え
る
と
共
に
、
会
館

使
用
に
つ
い
て
の
責
任
を
改
め

て
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
広
島
建
労
と
し
ま
し

て
は
、
命
と
健
康
を
守
る
建
設

国
保
の
育
成
・
強
化
、
現
行
補

助
水
準
の
確
保
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
暮
ら
し
の
基
本
と
な
る

賃
金
・
単
価
の
引
き
上
げ
運
動

を
継
続
し
ま
す
。
安
心
し
て
働

け
る
よ
う
に
働
き
方
改
革
を
反

映
さ
せ
、
希
望
の
持
て
る
就
労

環
境
を
目
指
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
駆
使
し
た
労
働

執
行
委
員
長

原

正

2024年（令和6年）・辰年

条
件
の
改
善
、
経
済
的
社
会
的

地
位
の
向
上
を
図
り
、
建
設
技

能
者
の
技
術
を
高
め
ま
す
。
住

宅
デ
ー
、
災
害
対
策
を
発
展
さ

せ
地
域
の
信
頼
を
仲
間
た
ち
の

仕
事
確
保
に
繋
げ
ま
す
。
最
重

要
課
題
と
し
て
は
、
本
年
も
引

き
続
き
組
織
拡
大
を
掲
げ
ま
す
。

各
地
連
ま
た
は
本
部
の
役
員
さ

ん
を
先
頭
に
、
す
べ
て
の
方
の

意
識
改
革
を
求
め
、
会
館
建
設

竣
工
の
勢
い
を
通
じ
た
更
な
る

上
の
拡
大
運
動
を
目
指
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
対
す
る
医

療
制
度
が
５
類
に
変
更
さ
れ
た

と
は
い
え
、
終
息
が
見
え
な
い

中
、
ま
た
世
界
情
勢
を
見
渡
せ

ば
長
期
化
が
懸
念
さ
れ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
、
突
然
の
ガ
ザ
で

の
地
域
紛
争
な
ど
、
こ
れ
ら
の

不
安
、
燃
料
不
足
が
世
界
的
物

価
高
騰
を
招
い
て
い
す
。
我
が

国
に
お
い
て
も
円
安
に
よ
る
更

な
る
物
価
高
が
日
本
経
済
を
苦

し
め
て
い
ま
す
。
県
本
部
と
し

ま
し
て
は
、
厳
し
い
国
内
情
勢

の
中
、
皆
様
の
役
に
立
つ
、
少

し
で
も
生
活
水
準
の
向
上
に
む

け
た
情
報
発
信
、
組
合
活
動
を

本
年
も
続
け
て
参
り
ま
す
。
本

年
も
昨
年
に
増
し
て
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
共

に
、
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
御
祈
念
申
し

上
げ
、
執
行
部
代
表
と
し
て
の

新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

謹賀新年2 整備局交渉、中央決起大会、
　応急仮設実技研修
4 ひろしま技能フェア
建設国保関連記事の掲載：3面

今月の紙面

神
秘
的
な
三
次
市
街
地
を
覆
う
霧
の
海
（
高
谷
山
山
頂
よ
り
）

2021年4月に小中学校
へ入学された「入学祝」
の申請期限は、
2024年3月31日
まで

ケンタロウ

をよろしく

広島けんろうマスコット名称募集
企画ですが、組合内外から49人の
方にご応募いただきました。
　集まった名前の中から、
名前候補選考委員の検討を
経て、名称は「ケンタロウ」に
決定しました。
　HPやLINEなどで、組合アピール
に活躍していきます！

©️2020 Hiroshima Kenrou

教育宣伝部

教育宣伝部

2024（令和6）年労働安全標語
　労働安全標語の募集で、11作品の応募がありました。応募
されました皆さん、ありがとうございました。その中から審査
の結果、下記のとおり各賞が決定しましたので、ご報告します。

最優秀賞

優 秀 賞

佳　　作

安　全
対策部

井野本　憲雄さん（第7地連広島）

遠藤　康平さん（第2地連芦品）

長田　恵子さん（第6地連江田島）

西川　　翔さん（第3地連しまなみ）

馬淵　喜秀さん（第2地連芦品）

皆で守ろう　職場の安全　尊い命

安全確認　油断の先に　危険あり

ゆとりこそ　無事故に繋がる　プロのワザ

危険予知　怠る心に　潜む事故

かもしれない！　気付くゆとりが　事故防ぐ

ホームページ
検索

2024年（令和6年）1 月 10 日 発行第 792 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号（1）
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訓
練
校
の
実
技
授
業
を
見
学

斉
藤
大
臣
（
左
）
が
来
訪

訓
練
校
の
実
技
課
題
図
面
を
確
認

プ
ラ
カ
ー
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
で
心
を
一
つ
に

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
て

賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
を
ア
ピ
ー
ル

界壁の断熱施工後のボード張り

申
請
期
限
は
資
格
取
得
日
か
ら
３
年
以
内

資
格
取
得
奨
励
金
・
報
奨
金

　

２
０
２
１
年
に
取
得
さ
れ
た
給
付
対
象
の

資
格
は
資
格
取
得
日
か
ら
３
年
以
内
が
請
求

可
能
で
す
。
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

所
属
の
地
連
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

【
県
・
書
記
長
・
藤
岡
祐
二
】

　

11
月
18
日(

土)

16
時
過
ぎ
、
衆

議
院
議
員
・
広
島
３
区
選
出
の

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
が
、

広
島
県
建
設
労
働
組
合
会
館
（
西

区
横
川
新
町
）
に
来
訪
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
月
に
竣
工
し
た
ば
か
り
の

当
会
館
、
準
防
火
地
域
に
あ
り

　

【
県
・
書
記
次
長
・
泉
雅
博
】

　

11
月
４
日(

土)

、
福
山
市
西
深

津
町
の
大
畑
建
設
所
有
地
で
、

「
応
急
仮
設
木
造
住
宅
施
工
実

技
研
修
会
」
を
全
木
協
広
島
県

協
会
（
広
島
県
工
務
店
協
会
・

広
島
建
労
）
の
総
勢
42
人
（
広

島
建
労
11
人
）
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

座
学
研
修
か
ら
開
始
。
応
急

仮
設
木
造
住
宅
の
目
的
と
実
技

研
修
内
容
の
説
明
を
受
け
、
５

班
に
分
か
れ
て
９
坪
の
木
造
平

屋
建
て
の
施
工
と
解
体
作
業
を

　

【
教
宣
部
長
・
中
西
哲
也
】

　

全
建
総
連
は
、
11
月
17
日(

金)

物
価
高
騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら
し

を
守
り
、
賃
金
・
単
価
の
引
き

上
げ
、
来
年
度
の
予
算
要
求
の

た
め
、
東
京
・
日
比
谷
公
園
大

音
楽
堂
に
、
46
県
連
・
組
合
か

ら
１
８
１
２
人
（
広
島
８
人
）

の
仲
間
が
参
加
し
て
、
中
央
総

決
起
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

与
野
党
６
政
党
か
ら
の
激
励

の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
全
建
総

連
・
中
西
委
員
長
か
ら
要
請
書

を
手
渡
し
ま
し
た
。
県
連
・
組

合
代
表
に
よ
る
交
渉
団
を
編
成

し
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
、
厚

生
労
働
省
労
働
基
準
局
、
厚
生

労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
、
国

土
交
通
省
住
宅
局
、
国
土
交
通

省
不
動
産
・
建
設
経
済
局
、
財

務
省
主
税
局
の
６
か
所
に
対
し

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

埼
玉
土
建
の
代
表
か
ら
「
標

準
見
積
書
を
活
用
し
た
請
求
、

要
求
の
取
り
組
み
を
広
げ
、
賃

な
が
ら
地
球
環
境
・
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
を
十
分
考

慮
さ
れ
た
周
囲
と
は
異
彩
を
放

つ
木
造
建
築
物
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
新
建
労
会
館
は
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
建
築
物
等
先
導
事
業
お

よ
び
優
良
木
造
建
築
物
等
整
備

推
進
事
業
の
補
助
を
活
用
し
て

い
ま
す
と
、
案
内
役
の
原
委
員

界
壁
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　

建
物
の
基
礎
と
な
る
杭
打
ち

に
つ
い
て
は
地
盤
が
固
い
た
め

機
械
で
施
工
。
そ
の
後
レ
ベ
ル

を
出
し
て
携
帯
丸
の
こ
で
切
断

し
、
プ
レ
カ
ッ
ト
済
み
の
土
台

敷
き
、
柱
建
て
な
ど
皆
さ
ん
手

慣
れ
た
作
業
で
、
予
定
よ
り
早

く
午
前
の
部
を
終
え
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
講
師
か
ら
断

熱
材
施
工
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
説

明
後
に
施
工
。
ボ
ー
ド
施
工
は

屋
根
ま
で
の
２
重
張
り
の
た
め
、

ジ
ョ
イ
ン
ト
（
ボ
ー
ド
の
継
手
）

金
、
単
価
の
大
幅
引
き

上
げ
を
何
と
し
て
も
勝

ち
取
っ
て
い
こ
う
」
「
現

長
よ
り
説
明
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
日
は
、
訓
練
校
も

開
催
さ
れ
て
お
り
、
実
技
、
座

学
な
ど
の
授
業
風
景
を
見
学
さ

れ
、
訓
練
生
と
会
話
を
さ
れ
、

交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
斉
藤
大
臣
と
直
接
、

来
年
４
月
に
迫
る
「
働
き
方
改

革
関
連
法
」
、
２
０
２
４
年
に

ず
ら
し
作
業
に
少
し
手
間
取
り

ま
し
た
が
、
最
後
に
解
体
作
業

を
行
っ
て
１
日
の
予
定
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
界
壁
を
実

際
に
作
業
し
て
み
る
と
、
ロ
ッ

ク
ウ
ー
ル
（
断
熱
材
）
の
継
手

の
処
理
、
ボ
ー
ド
の
継
ぎ
目
、

火
打
ち
の
あ
た
り
の
な
ど
、
応

急
仮
設
木
造
住
宅
を
建
設
す
る

時
に
は
、
現
場
従
事
者
に
施
工

手
順
の
周
知
が
必
要
」
「
す
ぐ

解
体
す
る
の
で
は
な
く
、
前
回

の
研
修
会
同
様
に
１
か
月
間
ぐ

場
で
の
『
働
き
方
改
革
』
36
協

定
の
締
結
、
週
休
２
日
制
な
ど
、

仲
間
へ
の
周
知
を
徹
底
し
よ
う
」

「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
の
技
能
登
録
は
１
３
０
万

人
に
の
ぼ
り
、
レ
ベ
ル
判
定
の

普
及
、
現
場
や
施
工
体
制
の
登

録
、
国
に
施
策
の
拡
充
、
位
置

づ
け
の
強
化
を
求
め
る
と
と
も

に
、
組
合
と
し
て
仲
間
の
登
録

山
國
豊
さ
ん(

第
７
地
連
広
島)

　

初
め
て
の
参
加
は
雨
で
し
た

が
、
想
像
以
上
に
た
く
さ
ん
の

仲
間
が
参
加
さ
れ
て
い
て
大
変

驚
き
ま
し
た
。

国
会
審
議
が
見
込
ま
れ
る
建
設

業
法
を
は
じ
め
と
す
る
法
改
正

等
を
に
ら
み
、
「
持
続
可
能
な

建
設
業
の
実
現
に
向
け
た
１
０

０
万
人
国
会
請
願
署
名
」
運
動

に
つ
い
て
、
建
設
労
働
者
の
雇

用
改
善
、
高
い
水
準
の
賃
上
げ

に
向
け
た
環
境
整
備
、
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及

ら
い
皆
さ
ん
に
見
学
で
き
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
広
島
建
労
で
は
約
２

と
町
場
で
の
活
用
推
進
に

役
割
を
果
た
し
て
い
こ
う
」

「
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
始
ま
っ
た
。
改
め

て
仲
間
の
実
態
を
つ
か
ん

で
制
度
の
見
直
し
を
強
く

求
め
て
い
く
」
「
全
国
の

建
設
労
働
者
、
職
人
は
全

建
総
連
に
結
集
し
、
団
結

し
て
戦
い
抜
こ
う
」
な
ど

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

大
会
決
議
は
満
場
の
拍

促
進
を
含
む
内
容
を
説
明
し
、

建
設
国
保
を
は
じ
め
と
す
る
諸

課
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

確
認
を
し
ま
し
た
。

　

大
臣
か
ら
ご
提
供
さ
れ
た
資

料
お
よ
び
、
打
ち
合
わ
せ
の
内

容
は
、
我
々
の
想
い
と
同
じ
で
、

賃
上
げ
は
政
府
の
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
未
来
を
支
え
る
担
い

０
０
人
の
大
工
職
の
組
合
員
さ

ん
が
「
応
急
仮
設
木
造
住
宅
施

工
従
事
者
名
簿
」
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
有
事
の
際
に
は
地

手
で
確
認
さ
れ
、
プ
ラ
カ
ー
ド

ア
ク
シ
ョ
ン
「
建
設
国
保
、
強

化
育
成
」
「
物
価
高
騰
か
ら
仕

事
、
く
ら
し
守
れ
」
、
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
を
全
建
総
連
・
高
橋

副
委
員
長
の
音
頭
で
行
い
集
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

東
京
到
着
時
は
、
大
雨
で
冷

た
い
雨
の
中
で
し
た
が
、
み
ん

な
の
熱
い
熱
意
で
閉
会
ま
で
に

は
雨
を
吹
き
飛
ば
し
、
東
京
駅

ま
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し
な

が
ら
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

　

日
比
谷
公
園
音
楽
堂
か
ら
東

京
駅
ま
で
、
私
は
賃
金
引
上
げ

の
の
ぼ
り
を
持
ち
、
大
声
を
出

し
て
行
進
し
ま
し
た
。
今
回
初

参
加
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

手
確
保
、
育
成
の
た

め
、
優
れ
た
技
能
レ

ベ
ル
や
厳
し
い
労
働

環
境
に
相
応
し
い
賃

上
げ
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
認
識
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

東
京
で
開
催
さ
れ

る
11
月
29
日
に
行
わ

れ
る
予
算
要
求
中
央

行
動
、
12
月
中
央
闘

争
委
員
会
行
動
な
ど
、

今
後
の
協
力
も
お
願

い
し
、
大
臣
と
の
打

ち
合
わ
せ
を
終
え
ま

し
た
。

域
住
民
の
生
活
再
建
、
復
旧
、

復
興
支
援
の
一
翼
を
担
う
の
は

我
々
で
す
。
更
な
る
技
術
向
上

に
努
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

物
価
高
騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る

週
休
２
日
制
な
ど
仲
間
へ
の
周
知
徹
底

参
加
者
の
声

中央
総決起大会

応
急
仮
設
木
造
住
宅
の
研
修
会
開
催

９
坪
の
木
造
平
屋
建
て
施
工
・
解
体

斉藤国土交通大臣が来訪

我々の想いと同じ
「賃上げは政府の最重要課題」

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員
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歯科健診を無料で受診できます。
※詳しくは建設労働組合の各地連窓口にお問い合わせください。

（※１）健康保険被保険者適用除外承認
証のコピー、印鑑
就職の事実を証する書類のコピー、印鑑
退職の事実を証する書類と健康保険被
保険者適用除外承認証それぞれのコ
ピー、印鑑

退職の事実を証する書類と就職の事実を
証する書類それぞれのコピー、印鑑

退職の事実を証する書類と退職後に土木
建築業に従事していることを証する書類
それぞれのコピー、印鑑

厚生年金喪失の事実を証する書類のコ
ピー、日数や時間が短くなった事を証する
書類のコピー（出勤簿や雇用契約書等）、
印鑑

登記簿等変更の事実を証する書類のコ
ピー、印鑑

変更の事実を証する書類のコピー、印鑑

建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

こんなときには届け出を

就労形態などが変わったときも届け出が必要です

個人番号（マイナンバー）の記入をお願いします

該当被保険者の保険証、印鑑
（注1）職場の医療保険の保険証（コピー）

保険証、印鑑

該当被保険者の保険証、印鑑

土木建築業に従事していることが分かる
公的書類等と組合員となる方の本人確認
書類、印鑑

保険証、印鑑

印鑑

変更の事実を証する書類のコピー、印鑑

（注1）一部の医療保険者において、情報連携の遅延が生じているため引き続き確認書類の添付を
お願いする場合があります。
※各届け出には組合員並びに届け出事項に該当するご家族の個人番号が必要となりますので、個
人番号の確認できる書類（個人番号カード・個人番号通知カード、住民票等）を必ずご持参下さい。

・事業所を法人化した

・事業所に就職した
法人事業所のとき
個人事業所のとき

・事業所
を退職し、

他の
事業所へ
勤め始めた

法人事業所
のとき

個人事業所
のとき

独立開業した

・事業所は変わらないが、働く日数や時間
が短くなり厚生年金保険の適用とならなく
なった

・法人事業所を個人事業所に変えた
・事業所の住所・名称・
代表者などを変えた

法人事業所のとき
個人事業所のとき

・屋号をつけた

◆脱退・喪失

◆事業所等変更届

◆加入

◆取得

◆住所変更

◆職種変更

【こんなとき】

【届け出が必要なとき】

【届け出に必要なもの】

【届け出に必要なもの】

　網膜症、腎症、神経障害が糖尿病の3大合併症であり、
次いで心疾患、脳卒中が代表的
な合併症と言われています。実
はその次の6番目の合併症とし
て歯周病が挙げられています。

　糖尿病の人は、糖尿病でない人
に比べて歯周病になる人が2倍以
上という報告があります。歯周ポ
ケットの深さなど、歯周病の重症
度も高いと言われています。

　血糖コントロールが悪いほどさまざまな合併症が起
きやすいとされていますが、合併症の一つとして歯周
病が挙げられており、歯周病も悪化するといわれてい
ます。

　歯周病の治療
によって歯周病組
織の炎症が改善す
ると、インスリンが
働きやすい状態になっ
て、血糖コントロールが
改善する可能性があると
報告されています。

（※1）健康保険被保険者適用除外承認申請はその事実が発生してから14日以内に年金事務所へ
手続きする必要があります。（但し、厚生年金被保険者資格取得届については、事実発生の日か
ら5日以内）

下記のような事実が生じたら事業所等変更届を提出していただく
必要があります。この届は建設国保を運営していくうえで大変重要な
ものです。所属の地域連合で速やかな手続きをお願いします。
　常用の従業員が５人以上いる個人事業所の従業員の方についても
法人事業所に勤めている方と同じ手続きが必要となります。
　手続き等、不明な点がありましたら、建設国保または所属の
地域連合事務所へおたずねください。

　建設国保は自主運営の組合ですが、法律に基づいて認可された公
法人であり、国から多額の補助金を受けています。
　そのため全ての面で適正な運営を行う必要があり、被保険者資格
にかかわることや組合員さんの職種・勤める事業所に関することなど、
変更が生じた場合には迅速な届け出をすることが定められています。
　組合員さんは変更が生じた場合には、必ず所属の地域連合へ届け出をしてください。

　建設国保は、番号法の規定により個人番号
利用事務実施者となっていて、保険給付の支
給や国民健康保険料の徴収などに関する事
務において、被保険者のみなさんの個人番号
（マイナンバー）を利用して、他の行政機関
等と情報連携することとなっています。
　個人番号を用いた手続きでは厳格な本人
確認が義務付けられています。個人番号の
記入が必要な届け出を行うときには、なりすまし防止のため、
個人番号が正しいかどうか確認できるもの（個人番号カード、
通知カード等）と身元確認ができるもの（運転免許証など）を
持って届け出をするようにしてください。

情報提供　サンスター株式会社

歯周病と全身疾患の
かかわり

歯の健康を守ろう

歯周病と糖尿病の関連

  糖尿病の人が歯周病治療すると
血糖コントロールが改善する

糖尿病の人は歯周病になっている人が多い

就職して職場の医療保険に加入した

土木建築業をやめた

家族が修学以外の目的で世帯を離れ、
別々に住み始めた

退職して職場の医療保険を喪失し、土木
建築業に従事している

結婚や出産などで扶養家族が増えた

引越しして住所が変わった

職種が変わった

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

資格の異動など 速やかに届け出を

血糖コントロールが悪いほど、歯周病も悪化する

第５回
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24
日　

各
地
連
業
務
担
当
者
会
議

31
日　

各
地
連
主
婦
の
会
会
長
会
議

9
日　

監
査
・
監
事
会

17
日　

第
７
地
連
定
期
大
会

21
日　

各
地
連
青
年
部
長
会
議

22
日　

第
60
回
主
婦
の
会
総
会

「カンガルーマーク」
クイズ

12月1日の
組織人員
11,872人

紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数(

写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い)

を
お
答
え

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ(

Ｆ
Ａ
Ｘ
可)

に
、
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・
『
広
建
新
報
』
に

つ
い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で
す
。

抽
選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応
募
締

め
切
り
は
今
月
末(
消
印
有
効)

ま
で
で
す(

正
解
：
12
月
号
は
６
個)

。

小学生に万能椅子づくりを指導する竹下講師（左）

屋
内
に
は
金
物
鷲
の
展
示
物

神
社
の
構
造
が
気
に
な
る
〜

早
く
お
魚
た
ち
に
会
い
た
い
な

今
か
ら
バ
イ
キ
ン
グ
♪

令和４年度・佳作

今
日
も一日

　
　
　
安
全
作
業

　
無
事
故
で

明
日
に
繋
げ
よ
う

第8地連広島西
松前　和子さん

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
１
〜
２
月
の
行
事
予
定
▲

1月2月

労働安全標語

疲
れ
癒
し
に
親
睦
旅
行

絶
品
昼
食
と
海
賊
気
分

三
次
地
区
で
日
帰
り
旅
行

久
々
の
元
気
な
姿
に
笑
顔

ラ
ン
チ
と
も
み
じ
狩
り

秋
の
味
覚
の
料
理
並
ぶ

５
年
ぶ
り
の
見
学
に
20
人

全
国
屈
指
の
金
物
ま
つ
り

第10地連第10地連
高 陽高 陽

第11地連第11地連
三 次三 次

第11地連第11地連
三 次三 次

第1地 連第1地 連
福 山福 山

　

【
副
地
連
長
・
橋
本
亘
】
11

月
５
日(

日)

に
技
対
部
主
催
の

日
帰
り
見
学
会
で
「
第
35
回
三

木
金
物
ま
つ
り
２
０
２
３
」
に

行
き
ま
し
た
。

　

前
回
、
三
木
金
物
ま
つ
り
見

学
会
が
好
評
だ
っ
た
経
緯
も
あ

り
、
５
年
ぶ
り
の
見
学
会
に
20

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
１
９
５
２
年
よ
り

続
く
全
国
屈
指
の
金
物
の
町
、

三
木
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

屋
内
会
場
で
は
、
金
物
鷲
展

示
を
中
心
に
、
鋸
、
鉋
、
鏝
、

　

【
社
保
対
専
門
委
員
・
中
田

健
一
】
季
節
は
木
々
も
色
づ
き

始
め
た
10
月
29
日(

日)

、
今
年

溜
ま
っ
た
疲
れ
を
癒
し
に
、
第

10
地
連
高
陽
親
睦
旅
行
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
か
ら
大
盛
り
上
が

り
で
最
初
の
目
的
地
、
大
山
祇

神
社
に
到
着
。
神
社
の
構
造
に

興
味
を
隠
せ
な
い
大
工
さ
ん
、

　

【
県
・
書
記
長
・
藤
岡
祐
二
】

11
月
15
日(

水)

、
広
島
県
立
広

島
産
業
会
館
（
南
区
比
治
山
）

で
、
広
島
県
、
広
島
県
職
業
能

力
開
発
協
会
主
催
の
「
第
40
回

　

【
主
婦
の
会
会
長
・
下
岡
多

美
枝
】
第
11
地
連
三
次
主
婦
の

会
は
、
11
月
２
日(

木)

に
ラ
ン

チ
と
土
師
ダ
ム
も
み
じ
狩
り
で

　

【
倉
田
正
義
】
三
次
地
区
は

11
月
５
日(

日)

、
例
年
の
親
睦

日
帰
り
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

例
年
の
通
り
と
は
言
っ
て
も

コ
ロ
ナ
の
た
め
、
４
年
ぶ
り
に

実
施
で
す
。
バ
ス
に
乗
る
と
「
み

ん
な
、
ず
い
ぶ
ん
久
し
ぶ
り
じ
ゃ

の
ー
」
と
の
声
と
と
も
に
元
気

な
姿
を
見
ら
れ
て
、
つ
い
つ
い

笑
顔
が
飛
び
出
し
ま
す
。

小
刀
・
ナ
イ
フ
・
彫
刻
刀
、
包

丁
、
丸
鋸
・
チ
ッ
プ
ソ
ー
、
園

芸
用
品
、
作
業
工
具
な
ど
の
専

用
ブ
ー
ス
が
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
会
場
で
は
、
総
合
金
物
、

農
産
物
の
販
売
、
包
丁
研
ぎ
、

地
酒
、
民
芸
家
具
・
雑
貨
、
軽

食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
大
変
賑
や
か
で
し
た
。

　

包
丁
研
ぎ
ブ
ー
ス
は
大
行
列

で
、
前
回
こ
ち
ら
で
購
入
し
た

自
前
の
包
丁
を
持
参
し
て
い
ま

し
た
が
断
念
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
全
員
の
方
が
、
仕

事
で
使
用
す
る
刃
物
や
金
物
、

家
庭
用
に
包
丁
な
ど
を
購
入
し

て
い
ま
し
た
。
２
時
間
程
度
の

会
場
見
学
で
は
、
会
場
が
広
く

参
拝
さ
れ
る
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
思
い
を
は
せ
て
記
念
撮
影
。

　

愛
媛
県
沖
の
大
三
島
で
ハ
マ

チ
の
お
造
り
、
新
鮮
な
魚
介
類

の
炭
火
焼
き
を
食
欲
増
進
剤
の

生
ビ
ー
ル
（
こ
れ
は
外
せ
な
い

よ
ね
）
と
一
緒
に
堪
能
。
サ
ザ

エ
の
つ
ぼ
焼
き
は
こ
れ
ま
た
絶

品
。
「
み
ん
な
の
笑
顔
」
と
い

う
最
高
の
ス
パ
イ
ス
も
加
わ
っ

て
、
最
高
に
楽
し
い
昼
食
と
な

ひ
ろ
し
ま
技
能

フ
ェ
ア
２
０
２

３
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
企
業

や
高
校
、
訓
練

校
な
ど
36
ブ
ー

ス
の
出
展
が
あ

り
、
昨
年
を
上

回
る
２
１
０
０

人
を
超
え
る
方

が
来
場
。
（
一

社
）
広
島
建
築

共
同
職
業
訓
練

交
流
し
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
は
、
八
千
代
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
バ
イ
キ
ン
グ
。

こ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
る
の
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
お
い
し
そ
う

な
料
理
が
並
び
、
小
さ
な
器
に

は
デ
ザ
ー
ト
、
秋
の
味
覚
の
果

物
が
所
狭
し
と
盛
り
付
け
て
あ

り
ま
す
。
結
局
は
何
度
も
足
を

運
び
、
締
め
に
は
塩
加
減
が
抜

群
の
お
汁
粉
を
食
べ
て
満
足
度

１
０
０
％
に
な
り
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
終
了
後
は
、
産
直
市

に
寄
っ
て
買
い
物
を
し
て
か
ら

土
師
ダ
ム
に
行
き
、
も
み
じ
狩

　

行
先
は
香
川
県
の
四
国
水
族

館
（
４
年
前
に
出
来
た
そ
う
で

す
）
と
栗
林
公
園
で
す
。

　

総
勢
25
人
と
前
回
よ
り
は
、

い
く
分
少
な
い
メ
ン
バ
ー
と
は

な
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の

親
睦
旅
行
に
楽
し
さ
が
膨
ら
ん

だ
１
日
の
始
ま
り
で
す
。

　

四
国
水
族
館
で
の
ペ
ン
ギ
ン

や
イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
に
心
踊
ら

さ
れ
、
昼
食
は
、
う
ど
ん
の
フ

ル
コ
ー
ス
に
舌
づ
つ
み
を
打
ち
、

お
腹
は
大
満
足
。
そ
し
て
、
腹

ご
な
し
の
栗
林
公
園
の
散
策
も

楽
し
く
１
日
の
予
定
は
無
事
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

三
次
へ
の
帰
路
に
つ
き
別
れ

る
時
は
、
健
康
で
１
年
を
過
ご

し
来
年
の
再
開
を
約
束
し
ま
し

た
。
来
年
も
た
く
さ
ん
の
三
次

地
区
の
人
と
楽
し
い
旅
行
が
過

ご
せ
ま
す
よ
う
に
！

内　容 件数
工 具 ・ 機 械 ２
打 撲 ・ 捻 挫 ２
飛 来 ・ 落 下 ２
崩 壊 ・ 倒 壊 ２
激 突 １
切 れ ・ こ す れ １
転 墜 落 １
転 倒 １
そ の 他 １

計 13

地連名 件数
第１地連福 山 ２ （１）　
第２地連芦 品 　（１）
第３地連しまなみ （１）
第４地連広島中央 １
第７地連広 島 ２ （１）
第９地連広 島 北 １　 （１）
第10地連高 陽 １　
第11地連三 次 １

計 ８ （５）
（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

労働災害地連別件数一覧表
令和5年11月分

労災保険に入りましょう

展
示
物
も
多
い
た
め
、
あ
っ
と

い
う
間
の
時
間
で
し
た
。

　

見
学
会
帰
り
途
中
の
昼
食
会

で
は
、
美
味
し
い
食
事
と
飲
み

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
戦
国
時
代
を
生
き

た
海
賊
を
体
験
す
べ
く
、
潮
流

が
と
て
も
複
雑
で
流
れ
の
は
や

い
能
島
水
域
へ
い
ざ
、
出
航
〜
。

　

当
時
の
舟
に
は
エ
ン
ジ
ン
な

ど
な
く
、
潮
の
流
れ
を
熟
知
し

た
海
賊
が
手
漕
ぎ
で
操
船
し
て

い
ま
し
た
が
、
キ
ツ
イ
流
れ
の

中
で
船
頭
さ
ん
が
エ
ン
ジ
ン
を

切
り
、
そ
の
迫
力
を
体
験
さ
せ

て
く
れ
て
皆
さ
ん
大
興
奮
。

　

村
上
水
軍
の
資
料
館
に
も
立

ち
寄
っ
て
歴
史
を
学
び
、
海
賊

に
な
っ
た
気
分
で
帰
り
の
舟
（
バ

ス
）
に
乗
り
込
み
、
楽
し
い
旅

行
を
終
え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
疲
れ
た
の
で
し
ょ
う
、

バ
ス
内
は
無
言
で
、
振
り
向
く

協
会
・
広
島
県
建
築
高
等
職
業

訓
練
校
も
協
賛
参
加
し
ま
し
た
。

　

技
能
フ
ェ
ア
は
、
職
業
能
力

開
発
の
意
義
や
必
要
性
に
つ
い

て
、
小
中
高
校
生
を
は
じ
め
、

り
を
目
指
し
て
出
発
。
残
念
な

が
ら
今
年
は
暖
か
い
た
め
、
も

み
じ
が
紅
葉
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
１
本
だ
け
真
っ
赤
。

そ
の
横
に
は
桜
の
花
も
咲
い
て

お
り
、
春
と
秋
を
同
時
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
る
で
私
た
ち
を
待
っ
て
く

れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
、
参

加
者
は
「
珍
し
い
ね
」
と
話
し

な
が
ら
、
も
み
じ
と
桜
を
携
帯

で
映
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
の
協
力
で
、
ラ
ン
チ
と

土
師
ダ
ム
も
み
じ
狩
り
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
安
全
・
衛
生
を
一

番
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

物
を
い
た
だ
き
、
気
分
を
良
く

し
て
帰
路
へ
。
組
合
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
ら
れ
る
有
意
義
な

見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

と
皆
さ
ん
爆
睡
状
態
。
と
い
う

こ
と
で
、
今
年
の
旅
行
も
大
成

功
で
し
た
。

　

建
労
で
は
こ
の
よ
う
な
楽
し

い
行
事
も
あ
る
の
だ
と
周
知
に

励
み
、
組
合
員
の
拡
充
に
努
め

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

広
く
広
島
県
民
の
方
々
に
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昭
和

59
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
建
築
訓
練
校
の
ブ
ー
ス

で
は
、
広
島
マ
イ
ス
タ
ー
・
平

井
講
師
と
訓
練
校
・
竹
下
講
師

を
中
心
に
、
学
校
の
紹
介
、
万

能
椅
子
製
作
を
６
回
（
午
前
４

回
、
午
後
２
回
）
実
施
。
24
人

の
小
中
学
生
、
一
般
の
方
々
が

万
能
椅
子
を
製
作
す
る
中
で
、

も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
道
具

の
扱
い
方
の
難
し
さ
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
希
望
者
に
は
訓
練
生

が
作
成
し
た
四
方
転
び
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
こ
の
中
か
ら
、
将
来

の
大
工
さ
ん
が
生
ま
れ
て
く
れ

れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

組
合
共
済

「
入
学
祝
」

給
付
申
請
は

本
年
3
月
31
日
ま
で

　2021年4月 に 小 学 校・
中学校へ入学されたお子
さまに対して給付（小学
校2万円、中学校1万円）
されます。申請がお済み
でない方は、所属の地連
へお問い合わせください。

小中学生ら24人が
万能椅子を製作

ひろしま技能フェア第40回

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員
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